
ト」と専修大ゼミ諏訪市博物館「活字化プロジェク

諏訪市博物館（同市中洲）は6日、同館の牒島藩主諏訪家伝来『源氏物語』活字化プロジェクト」と、

専修大学国際コミュニケーション学部日本語学科の斎藤達哉教授のゼミ生による合同研究発表会を館内学

習室で開いた0プロジェクト参加者6人とゼミ生5人が登壇し、それぞれが取り組んだ源氏物語について

の研究成果を発表した。

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
＼
合
同
発
表
会
渡
し
、
各
自
1
字
ず
つ
照
ら
し
合

跡
や
文
字
配
置
が
酷
似
す
る
諏
訪

家
本
と
同
大
学
所
蔵
の
写
本
と
の

比
較
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

発
表
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参

加
者
が
、
物
語
の
考
察
、
当
て
字

や
書
写
者
の
筆
跡
に
着
目
し
て
分

か
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
。
ゼ
ミ

生
は
、
二
つ
の
写
本
の
改
行
位
置

や
漢
字
表
記
な
ど
の
共
通
点
と
相

違
点
を
踏
ま
え
、
「
見
た
目
の
類

似
は
共
通
の
手
本
と
な
る
本
を
書

重
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
ま

た
、
書
写
者
の
個
性
の
介
在
が
可

能
な
部
分
を
比
較
す
る
と
、
書
写

者
は
異
な
る
人
物
と
推
測
で
き

る
」
と
し
た
′
。

斎
藤
教
授
は
「
参
加
し
た
方
は

専
門
の
勉
強
を
し
て
な
い
の
に
、

専
門
家
レ
ベ
ル
の
知
識
を
蓄
え
て

い
る
。
発
表
内
容
は
、
少
し
修
正

す
れ
ば
大
学
院
レ
ベ
ル
か
そ
れ
以

上
の
論
文
に
な
る
」
と
評
価
し
、

「
全
国
で
も
注
目
さ
れ
て
い
い
取

り
組
み
だ
と
思
う
。
プ
ロ
ジ
エ
ク

十
と
関
わ
る
こ
と
で
、
学
生
に
と

わ
せ
て
異
な
る
箇
所
を
書
き
込
ん

で
提
出
し
て
も
ら
っ
た
9

今
年
2
～
5
月
に
は
毎
月
、
古

文
初
心
者
向
け
の
「
み
ん
な
で
読

む
会
」
を
同
館
で
実
施
。
そ
こ
で

斎
藤
教
授
に
講
師
を
務
め
て
も
ら

っ
た
縁
で
発
愛
宕
計
画
し
た
。

斎
藤
教
授
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

わ
っ
た
こ
と
を
機
に
、
源
氏
物
語

を
同
ゼ
ミ
の
研
究
題
材
と
し
、
筆

っ
て
も
学
習
意
欲
を
高
め
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。

発
表
会
に
は
発
表
者
、
発
表
者

以
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
、

表
聴
講
者
ら
約
3
0
人
が
集
ま
っ

た
。
発
表
会
後
、
昼
休
憩
を
挟
み
、

斎
藤
教
授
に
よ
る
講
演
会
が
開
か

れ
、
約
5
0
人
が
聴
講
し
た
。


